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1. はじめに 
近年、地方の過疎化・高齢化が進行しており

地方公共団体では、こうした課題への対応が急

務である。本課題解決のアプローチとして、住

民の地域への参加意識、愛着度などを高める活

動がある(シビックプライドの醸成)[1]。本研

究では、ある自治体殿を 1 事例としたシビック

プライド醸成という課題に対して、既存の自治

体住民アンケート結果から、多変量解析や機械

学習を用いて潜在的な「新住民価値」を掘り起

こし、「新住民価値」のシビックプライド醸成

への貢献度の評価と、「新住民価値」の意識を

高めるための現状の居住環境条件の導出を行う。

本研究は今回の事例以外の多くの自治体での訴

求も目的とする。 

 

2. 本研究の概要 
2.1 本研究で取り組む課題 

既存の住民アンケートから新住民価値を掘り起

こし、住民意識を高める居住環境条件を導出す

るため以下の課題に取り組む。 

(a) 住民アンケートから「新住民価値」導出  

(b) 「新住民価値」の住民意識の評価  

(c) 「新住民価値」の住民意識を高めるために

寄与する居住環境条件の導出 

 

2.2 主な研究アプローチ 

 本研究の目的は、ある地域住民のシビックプ

ライド醸成のために、潜在的なテーマを発掘し、

そのテーマが住民意識を高めるような自治体の

具体的施策を導出することである。ある自治体

殿の 2018 年以降実施の住民アンケートから上記

2.1 に示す課題(a)(b)(c)に対して住民意識を高

める居住環境条件を明確にする事例研究を進め

る。本事例研究全体の概念図を図 1に示す。 

今回の研究範囲は、上記(a)および(b)の範囲と

する。対象データは、自治体が従来から運用中

の住民アンケートを適用する。新住民価値の導

出方法は主成分分析[2]を採用し、新住民価値

(主成分)の意味付けを行い寄与度の評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 研究概念図 

 

新住民価値はシビックプライド醸成に寄与する

ベクトルであることが望ましいため、主成分分

析の特徴量は、アンケート項目と自由記述回答

から多変量解析、テキストマイニング及び機械

学習モデルにおいて「住み心地」回答に重要度

が高いものを選択する。 

 

3.新住民価値導出のための特徴量の選択 
「住み心地」回答に重要度が高いアンケート

項目を主成分分析の特徴量として選択する方法

を以下に示す。機械学習モデルで「住み心地」

のアンケート項目（目的変数）に対する重要度

が高い特徴量を選択するが、機械学習の精度を

高めるための前処理として「住み心地」アンケ

ート項目の回答に影響度が大きい特徴量を選択

する。特徴量選択の手法として数量化Ⅱ類[3]お

よび相関分析を適用する。 

 

3.1 数量化Ⅱ類 

アンケート項目を説明変数、アンケート回答

項目の選択項目をカテゴリと定義する。本アン

ケート回答で、数量化Ⅱ類で対象とする群は

「住み心地」が「良い群」と「悪い群」の 2群と

する。上記群分けに応じた目的変数を「住み心

地」とした。このとき「住み心地」に寄与する

アンケート項目（特徴量）を選択するために、

目的変数に対する説明変数の重要度である説明

変数のレンジを評価した。レンジの閾値を 0.15

として、値が閾値以下の説明変数を削除した。

各説明変数のレンジの大きさの上位 21 を図 2 の

グラフに示す。 
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図 2 説明変数レンジ値ランキング上位 21 

 

3.2 相関分析（クラメール連関係数） 

後述の機械学習モデルにおける特徴量評価の

ために多重共線性の排除を目的として質的変数

間の相関の指標であるクラメール連関係数を利

用した。経験的な基準として非常に強い関連性

があるとされるクラメール連関係数が 0.5 以上

[3]の説明変数の組み合わせから、片方の説明変

数を無作為に削除した。 

 

3.3 アンケート自由記述回答から特徴語抽出 

アンケート自由記述回答から抽出する特徴量

は、回答者が記述した文書における特徴語とし

た。特徴語の抽出方法は、自由記述回答データ

を形態素解析し TF-IDF 値[4]を算出した後、TF-

IDFが高い単語を特徴語として選択した。 

 

4. 機械学習モデルの適用と精度評価 

機械学習のモデルを使い、3.1 および 3.2 で選

択した特徴量と、「住み心地」を目的変数とし

て分類・精度評価を行い、scikit-learn[5]の機

能で特徴量の重要度を算出し、主成分分析に入

力する特徴量を選択した。 

 

5. 主成分価値掘り起こし(主成分分析) 

scikit-learnの機能で主成分分析を行い、第 1

～10 主成分を算出した。主成分の評価、意味づ

けの方法として、主成分負荷量と主成分得点に

着目した。下記に主成分負荷量を第 1 主成分

(pc1)および第 2主成分(pc2)の 2次元座標にプロ

ットし pc1、pc2の意味付けを（図3）。第１主成

分の意味は未来改善(不)志向度だと読み取る。

主成分負荷量（正）の方向は現状の生活環境に

不満、まちづくり参加意欲が小さく、やや消極

的であり、人口・就業・文化遺産活用に一部課

題提起ある。主成分負荷量（負）の方向は現状

の生活環境に満足で町に愛着もあり人間関係も

良好で、住み心地も良く住み続けたい意識が把

握できる。また、まちづくり参加意欲が大きく、

積極的でまちづくりに関心があり、改善の期待

または満足の意向がある。第 2主成分は家族と一

緒に住み続けたい度であり、主成分負荷量（正）

の方向は一人暮らしでなく、住み続けたい意向

であると読み取れる。主成分負荷量（負）の方

向は一人暮らしであり、インフラ・福祉に重き

が置かれている。主成分意味付けの検証として

自治体における 2022 年度の住民アンケートの一

部に主成分分析の結果を反映し、アンケート結

果を評価する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

図 3 主成分負荷量グラフ 

 

 6. おわりに 

第二主成分まで累積寄与率 11%程度であり寄与

率向上の対策、検証がさらに必要である。但し、

アンケート回答からの潜在的な住民意識の見え

る化の雛型を構築することができたと考える。  

今後の研究として上記主成分寄与率向上の他に、

住民意識を高める居住環境条件を明確にし、価

値がある自治体施策の提案に繋げていきたい。 
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